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概 要
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建築研究所では、国土技術政策総合研究所ととも、住宅の省エネ基準に準拠した性能評価に関
する研究開発を進めている。

背景・目的

研究開発の主な内容は、「エネルギー消費性能の算定方法」としてとりまとめ、建築研究所
HPにおいて公開している。また、エネルギー消費性能の算定方法の根拠を解説書（算定方法お
よび根拠の解説）として順次公表するとともに、省エネ基準の性能評価に用いる「エネルギー
消費性能計算プログラム（住宅版）」などの計算プログラムの整備に取り組んでいる。

最近では、次の２つを公開し、技術情報および計算プログラムをより充実させた。

 「算定方法および根拠の解説」を建築研究所HPにおいて2023年4月より順次公開してい
る。現時点では、太陽光発電設備と調理・家電の２件を公開中である。

 法令の改正や知見の確立等に対応し、各種計算プログラムの更新を行っている。

 省エネ基準の「エネルギー消費性能計算プログラム」は、別途、Pythonで実装し、プロ
グラムのソースコードをGithubにおいて2021年10月より公開している。

上記の性能評価に関する技術情報や計算プログラムは、省エネ基準における性能評価のみな
らず、研究開発や教育等に活用されることを期待する。

研究概要

今後の展開
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はじめに

 建築研究所では、国土技術政策総合研究所ととも、住宅の省エネ基準に準拠した性能評価に

関する研究開発を進めている。

 研究開発の主な内容は、「エネルギー消費性能の算定方法」としてとりまとめ、建築研究所

HPにおいて公開している。

 また、エネルギー消費性能の算定方法の根拠を解説書として順次公表するとともに、省エネ

基準の性能評価に用いる「エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）」などの計算プロ

グラムの整備に取り組んでいる。

計算プログラム

• 省エネ基準の各種計算プログラム

- エネルギー消費性能計算プログラム、
- 外皮性能の計算プログラム、
- 入力補助ツール 等

• Python版プログラム「pyhees」※

- 省エネ基準の「エネルギー消費性能計算プログラ
ム（住宅版）」をPythonで実装したプログラム

性能評価に関する技術情報

• エネルギー消費性能の算定方法

- 省エネ基準において性能評価に適用される
算定方法を説明する資料

• 算定方法および根拠の解説

- 上記の算定方法とその根拠を解説する資料

 上記の技術情報や計算プログラムは、省エネ基準における性能評価のみならず、研究開発や

教育等に活用されることを期待している。

建研HPにおいて公開

プログラ

ム整備

外部サイトにおいて公開

※ 省エネ基準の性能評価には利用できない。

Pythonで
実装
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https://www.kenken.go.jp/becc/house.html

性能評価に関する技術情報について

 建築研究所HPにおいて、「平成28年

省エネルギー基準に準拠したエネル

ギー性能評価に関する技術情報」を

公開している。

 上記の技術情報に掲載している主

だった資料は、次の通り。

• エネルギー消費性能の算定方法：

省エネ基準において性能評価に

適用される算定方法を説明する

資料。

• 算定方法および根拠の解説：

上記の算定方法とその根拠（導

出の過程や考え方など）を解説

する資料（詳細は次ページへ）。

＜建研HP：技術情報トップページ＞
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https://www.kenken.go.jp/becc/house_description.html

性能評価に関する技術情報について

 「算定方法および根拠の解説」は、2023年

4月より順次公開※している。

 現時点では、次の２件を公開中である。

• 太陽光発電設備

• 調理・家電

黒枠内：
「エネルギー消費性能
の算定方法」から抜粋

解説：
直前に掲載するエネル
ギー消費性能の算定方
法（黒枠内）に対する、
根拠（導出の過程や考
え方など）を解説

＜資料のサンプル＞

※ 件数が多いため、準備ができたものから順に公開。
最終的には40件程度となる見込み。

＜建研HP：「算定方法および根拠の解説」のページ＞
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https://house.lowenergy.jp/program

計算プログラムについて

 外部サイト「住宅に関する省エネルギー基準に準

拠したプログラム」を2018年12月に開設し、省エ

ネ基準の各種計算プログラムを公開している。

 原則、プログラムは毎年4月と10月に更新される。

• 更新内容の例（2023年10月更新）：

- 仕様基準・誘導基準により外皮性能・エネル

ギー消費性能を評価する方法を実装

- 昼間沸上げ形ヒートポンプ給湯機およびハイブ

リッド給湯温暖房水機（タンクなし）を追加。

https://house.app.lowenergy.jp/

計算プログラムには、エネルギー消
費性能や外皮性能を計算するプログ
ラムの他、入力補助ツール等がある。

https://house.lowenergy.jp/

＜プログラム入力画面の一例＞

＜外部サイト：トップページ＞

＜外部サイト：「計算プログラム」のページ＞

2023年10月更新に
おいて新たに実装
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https://github.com/BRI-EES-House/pyhees

計算プログラムについて

 省エネ基準の「エネルギー消費性

能計算プログラム（住宅版）」は、

別途、Pythonで実装し、プログラ

ムのソースコードをGithubにおい

て2021年10月より公開している

（名称：pyhees） 。

 「pyhees」は、省エネ基準の計算

プログラムの更新と同時期に最新

バージョンが公開される。

 オープンソースであるため、誰で

も無償で利用することができる。

また、算定過程を確認することが

可能である。

＜Github：公開場所＞
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